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指定研究会活動報告書
研究課題　　　　アフリカと世界　　　　　　　　　　代表者　　川端正久　　印
共同研究員　北川勝彦、佐藤誠、高橋基樹、望月克哉、遠藤貢、戸田真紀子、峯陽一、正木響、西浦昭雄、杉木明子、岩田拓夫、加茂省三、斉藤文彦、大林稔、落合雄彦
研究期間　　2008　～　2010　年度
１．研究会開催内容
第1回　2008年5月24日（土）本学深草学舎21号館604教室　

アデバヨ・オルコシ（CODESRIA）「独立後のアフリカの政治・経済・社会」
川端正久（龍谷大学）「アフリカ現代史を書き直す」

　　※日本アフリカ学会第45回学術大会公開シンポジウムとして開催（共催者：日本アフリカ学会）

第2回　2008年7月12日（土）本学深草学舎紫英館２階第１共同研究室
　　川端正久（龍谷大学）「共同研究の目的と計画」
望月克哉（アジア経済研究所）「共同研究への提案１」
峯陽一（大阪大学）「共同研究への提案２」
第3回　2008年10月11日（土）本学深草学舎紫英館２階第１共同研究室
　　吉田昌夫（日本福祉大学大学院）「アフリカ研究と独立後50年のアフリカ」
大林稔（龍谷大学）「研究会の方向性に係る問題提起」
２．研究成果の概要（簡潔に記入ください）
2008年度は計３回の研究会を開催した（そのうち１回は日本アフリカ学会との共催で開催した国際シンポジウム）。また、共同研究者の岩田拓夫（宮崎大学教育文化学部准教授）を現地調査のためにマリ、セネガル、フランスに派遣した（2008年8～9月）。さらに、複数のワーキングペーパーを発行した（Kawabata, Masahisa [2008] Rewriting a Contemporary History of Africaなど）。このように2008年度は、国内外から研究者を招いてシンポジウムや研究会を開催したり、共同研究者を海外に派遣して現地調査を実施したり、ワーキングペーパーを発行したりするなど、「アフリカと世界」をテーマにした活発な研究会活動を展開することができた。
３．その他（特に記載しておくべきこと）

